
 

 

 

 
 

 

 

 

        
                              

ドライブギヤシャフト 

基準不適合発生箇所 

ドライブギヤシャフトにおいて、当該シャフトとドライブスプロケットを固定するためのボルト穴の加工が不適切

なため、走行振動でボルトが緩むものがある。そのため、そのまま使用を続けると、ドライブスプロケット等が

外れて駆動力を伝達できなくなり、最悪の場合、外れた部品の挟まりによりリアホイールがロックして転倒す

るおそれがある。 

 

改善の内容 

全車両、ドライブギヤシャフトのボルト穴を確認し、不具合品の場合は、当該シャフトを良品に交換

する。 

改善箇所説明図  
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